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目的：近年，がん治療は，めざましい進歩を遂げて
いる一方で，治療による副作用や合併症も少なくな
い。がん治療における化学療法の約４０％の患者の口
腔内に副作用が生じ，そのうちの約半数は口腔粘膜
炎が強く発症することにより，がん治療の延期や投
薬量の変更が余儀なくされるとの報告がある。本研
究は化学療法施行患者に対して専門的な口腔管理を
行うことの有用性を検討することを目的に行った。
方法：乳癌，子宮癌および消化器癌で化学療法を適
応する患者３４例を対象とし，無作為化比較試験を
行った。評価項目として口腔内写真撮影，プラーク
コントロールレコード（以下 PCR），サクソンテス
ト，オーラルアセスメントガイド（以下 OAG），有
害事象共通用語基準のグレード評価（口内炎グレー
ド評価）を行い，化学療法開始前より２週間ごとに
評価し化学療法終了まで実施した。専門的口腔管理
群ではスケーリング，専門的歯面清掃，ブラッシン
グ指導，生活指導を術前より１週ごとに化学療法終
了まで実施した。対照群は，化学療法開始前にブ

ラッシング指導，生活指導のみを実施した。
成績：専門的口腔管理群の口腔粘膜炎の発生者は対
照群に多く認められた。また，口腔粘膜炎の指標と
して用いた OAG による評価値も専門的口腔管理群
の方が有意に低値であった。対照群の口腔粘膜炎発
生者に専門的口腔管理を行ったところ，次のクール
からは粘膜炎の発生は認めなかった。
考察：今回の検討では，OAG，PCR からも，専門
的口腔管理群は対照群に対し，口腔内の環境の悪化
はほとんど見られないのに対し，対象群では悪化し
ていた。この結果より化学療法開始前から専門的口
腔管理を行うことで口腔粘膜症状を軽減することが
でき，専門的口腔管理の有効性が示唆された。

以上のことからがん治療におけるチーム医療に歯
科医師，歯科衛生士が積極的に関与する必要があ
る。今後さらなる検討を行い，専門的口腔管理の重
要性について社会的なコンセンサスを得るよう，集
学的に取り組んでいく必要がある。

目的：２００２年度から「病態からみた発生学を理解す
る」ために統合型科目としての「発生病態学」が hy-
brid PBL 形式で講義されてきた。２００８年度からは
臨床系若手教員が講義担当となり授業改善の試行錯
誤を行ってきたが，２０１０年度に PBL 課題と実施方
法の大幅な見直しを行い，２０１１年度には新任助教を
含めた若手教員を講義担当者に追加した。今回我々
は，統合型科目としての発生病態学の変遷と現状を
踏まえ，現在取り組んでいる「発生病態学」が有す
る若手教員や TA（Teaching Assistant）である大
学院生に対する FD（Faculty Development）とし
ての機能について報告する。
方法：授業改善の経緯と定期試験の結果および２０１０
年度に発生病態学を履修した学生の授業評価アン
ケートを考察し，２０１１年度に発生病態学を担当した
教員８人（内訳：２年以上担当している者４人，今
年から担当した者４人），TA（９人）を対象とし
て講義や実習における講義担当者間の相互評価を毎
時間実施し，授業改善に関するアンケートを行った。
成績および考察：学生の授業評価アンケートの結果
からは，「講義と PBL を組合せた hybrid PBL によ

る授業に興味が持てたか」という質問に対し，肯定
的評価は７２．５％で，否定的な評価は２７．５％あった。
「臨床と基礎の教員らによる講義，実習には興味が
持てたか」という質問に対し，肯定的評価は８０．１％
で，否定的な評価は１９．１％であった。「基礎系科目
と臨床系科目の関連性についてイメージできるよう
になったか」という質問に対し，肯定的評価は８１．８
％であり，否定的な評価は１８．２％であった。また，
講義担当者と TA は講義や実習を担当するにあた
り，各自の専門分野ではない分野を担当することへ
の不安や緊張を同様に感じており，特に新任の講義
担当者では強く感じている者もいた。また，講義担
当者間および TA との間でも相互に評価を行うこ
とで真摯な姿勢で改善に取り組めた。講義経験が決
して多くない若手の教員の中も多少なりとも経験の
ある者と新任の講義担当者あるいは TA とがいわ
ゆる屋根瓦式に補完しあい，相互評価をもとに授業
改善に取り組むことで本学における統合科目「発生
病態学」は若手教員や将来教育に携わる者への FD
としても十分機能していくことが示唆された。
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